
 

 

 

 

 

 

厳粛な中にも感動的な卒業式 
～40名が学び舎を巣立つ～ 

 ３月１３日（月）第７０回卒業証書授与式が行わ
れました。教育委員会や稲田地区から多くのご来
賓の方々にご臨席を賜り、４０名の生徒がこの稲
田中学校を巣立って行きました。 

 式では、まず校長から一人一人に卒業証書が授
与されましたが、担任の呼名に対して大きな返事
で、胸を張って受け取る姿は実に立派でした。また
校長式辞では、「自分を信じて、未来や目標に向か
って、ベストを尽くしていけるような人間になっ
てほしい」とのはなむけの言葉があり、その後、在
校生代表の送辞を星野未来さんが、卒業生代表の
答辞を渡邉文香さんが行いましたが、二人とも自
分の想いをしっかり伝える感動的な送辞・答辞で
した。式歌では、涙をこらえながら「旅立ちの日
に」を歌った卒業生の姿が印象的でした。 

 このように、今年の卒業式は、まさに「厳粛な中
にも感動的」な卒業式でした。 

感謝の気持ちを込めて 

在校生も準備を行いました 
 また、この卒業式を迎えるにあたって、１・２年
生の在校生が分担をして、式場作成や校舎内外の
清掃を行ってくれました。その動きは実に立派で、
在校生はこれまでにお世話になった先輩方の卒業
式を成功させようと、一生懸命動いていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育目標 豊かな人間性と社会性を身につけたたくましい稲中生 

師弟一如 
自ら学ぶ生徒 

思いやりのある生徒 

健康で働く生徒 
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立派な態度の卒業証書授与 

校長式辞から 
（前略）頑張った皆さんに、はなむけの言葉を贈り

ます。それは「自分を信じる」ということです。皆さ

んには、これから未来に向かって大きく羽ばたき、

活躍する可能性が秘めています。 

 しかし、ややもすると、最初から「自分には無理」

「自分にはできない」とチャレンジもせず、努力も

せずに諦めてしまいがちです。自分で自分を疑って

いては最善を尽くすことはできません。 

 皆さんも知っている、プロテニスプレーヤーの錦

織圭選手もアメリカに渡った当初は、自分よりもラ

ンキングが上位の選手との試合には、最初から消極

的で、勝つのは無理だろうと決めつけてプレーして

いたそうです。ところが、コーチがマイケル・チャン

さんに代わり、錦織選手は毎日のように彼に

「Believe yourself（自分を信じろ）」と言われ続け、

多い時には一日五回以上も言われ続けたそうです。

その結果、それまで勝てなかった世界ランキング上

位の選手にも勝てるようになりました。 

この錦織選手のように「自分を信じて」未来や目

標に向かって、ベストを尽くしていけるような人間

になってほしいと思います。（後略） 

感動的な卒業生代表答辞 涙をこらえながら歌う「旅立ちの日に」 

３年１組集合写真 ３年２組集合写真 在校生全員と握手して旅立つ卒業生 

http://www.sukagawa.gr.fks.ed.jp/?page_id=202


音楽部スプリングコンサート開催 
 ３月１９日（日）、稲田小体育館において、音楽
部がスプリングコンサートを行いました。今年で
３回目を迎えましたが、地域の方々や保護者の皆
様など１００人を超す方々に来場いただきました。 
 コンサートでは、合唱やアンサンブル演奏、そし
て合奏を披露し、日頃の練習の成果を発揮してい
ました。 
 またコンサート
の様子は、福島県
の地方紙や地元の
夕刊紙にも大きく
掲載していただき
ました。 
 
 

さぁ「誇り高き稲中生」の伝統を 

受継ぎ、２・３年生として頑張ろう 
これまでこの稲田中学校をリードしてきた３年

生が卒業してしまい少し寂しい感がありますが、
１・２年生がそれぞれ進級して、今度は中堅学年・
最上級生としての役割を果たすことになります。 
これまで、先輩方が築いてきた「誇り高き稲中生」

の伝統を受け継ぎ、さらには稲田小中一貫校の開
校にむけて新たな伝統を作り上げなければなりま
せん。 
新２・３年生の皆さん、「輝け 稲田っ子 学園

を彩る華となれ」の小中一貫スローガンの下、皆さ
ん一人一人が輝き、新しい伝統を創造してくれる
ことを大いに期待しています。 

日 曜 ４月の主な行事 日 曜 ４月の主な行事 

５ 水 入学式準備 小中ＰＴＡ役員会 19:00 17 月 Ⅰ期時間割始 ４校時授業 弁当持参 

６ 木 着任式・始業式 入学式 13:30～ 18 火 全国学力学習状況調査（3 年） 

７ 金 新入生歓迎会 修学旅行結団式 19 水 市学力テスト（3 年） 

10 月 修学旅行（~12）市学力テスト（12 年） 21 金 内科検診 ｼﾞｭﾆｱﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ開校式 ＰＴＡ専門委員会 

11 火 知能テスト（1 年）地域訪問 24 月 内科検診（3 年） 

12 水 地域訪問 修学旅行帰校 25 火 全校集会 

13 木 交通教室 専門委員会 部活動結成 26 水 歯科検診 

14 金 身体測定 授業参観・ＰＴＡ総会・学年懇談会 30 日 稲田小学校運動会 

表彰伝達 
◎第２８回田善顕彰版画展 
◇入選 大槻萌慧 大波由芽 有馬和 

◎精勤賞（１年間無欠席・無遅刻・無早退） 
◇１年 

 大波由芽 柏村歩美 熊坂天 角昇真 
 祓川享稔 水野佑紀 吉田英太 渡邉菜々花 
 栗林蓮妃 
◇２年 

 穴澤龍我 稲田蓮 大河原渉 熊田愛梨 
 佐藤玲菜 立林萌佳 橋本大地 松本龍樹 

 

小中一貫教育コーナー 
○小中一貫地域運営協議会 
 ３月１６日（木）、小中一貫地域運営協議会が行わ
れました。稲田地区区長会代表の方や小中学校評議
員、小中ＰＴＡ会長、市教委の方々にお集まりいただ
いて、これまでの小中一貫教育の取組や校舎改築工
事の進捗状況、さらには一貫校の総称名、愛唱歌、シ
ンボルマーク等について、事務局より説明させてい
ただき、ご意見をい 
ただきました。 
 今後はいただいた 
ご意見を基に、市教 
委と協議を進めて、 
総称名・愛唱歌・シ 
ンボルマークを決定 
していきたいと思い 
ます。 
 

○小学６年生へのメッセージ 
先日、本校図書室の窓に、小学校に向けて、小６の

児童の皆さんの卒業 
をお祝いするメッセ 
ージを生徒会本部役 
員が掲げました。中 
学校の卒業式前には、 
小学校からもメッセ 
ージをいただいてお 
りました。 
 これも小中一貫教 
育の良さですね。 

離任式の日程 3/28（火） 
 生徒登校           ８：１０ 
 学活        ８：２０～８：３０ 
 離任式       ８：４０～９：１０ 
 見送り       ９：２０～９：５０ 
 教室移動（２年生）１０：２０～ 
人事異動については 24日に発表されますが、25日
朝刊で新聞報道されると思います。 
なお「稲田地区三校ＰＴＡ送別会」が行われます。 
3月 28日(火)18:30～ ホテル虎屋 会費 5,000円 
お誘いあわせの上、ご参加をお待ちしています。 

御 礼 今回の学校だよりが今年度最後の発行となります。これまでご覧いただき誠にありがとうござ
いました。少しでも保護者や地域の方々に本校の様子を知っていただきたいと思い発行してきました
が、文字が多かったり、ワンパターンの内容だったりと反省するばかりです。来年度はさらに皆さんに
親しまれ喜んでいただける学校だよりにしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

多くの観客が集まったコンサート 

地域運営協議会 

図書室に掲げたメッセージ 


